












1.はじめに 

小児の急性白血病の内,急性リンパ球性白血病の分類は,リンパ球の分化についての詳細な

研究の結果の臨床への応用によって,用いる抗体の違いによる研究室間のある程度の相違

はなお存在するものの,かなり客観的に行なわれるようになっている。 

これに対して,急性骨髄性白血病の分類にはいまだ客観性の優れた方法がなく,なお形態学

的な方法に依存するところが大きい。この中で,いわゆる FAB 分類は比較的客観性を有して

おり,我が国においても広く用いられつつある。 

植田班の要請に基づいて,全国から集められた標本について,FAB 分類を行なった結果は別

に報告されるが,ここでは,これらの標本の属する患兒についてのアンケートから得られた

情報に基づいて,この分類による白血病の型と治療に対する反応との関係とを検討したの

で,その結果を報告する。 


